
 

 

 

 

２０２5年 ビーゼミナール高校部合格体験記 

 

 

 

 

 

 

 

 



合格体験記① 

名前    R・Y 

進学先   神戸大学経営学部経営学科 

 

【志望校を決めた時期・基準】 

 僕は１年生の頃に神戸大学に行きたいと漠然と思い始めました。その後２年生で経営

学部に決めました。志望校を決める上で大事だと思うことは志望校を早いうちに決めて

おくことです。遅くても３年生の前期までは志望校を決めておくと対策が立てやすくモ

チベーションも上がるのでおすすめです。オープンキャンパスは行けるときに行ってお

いた方が良いです。また志望校を決める際に共テと２次の比率や教科の比重を知ること

が重要だと思います。自分が得意な教科の比重が大きい大学を目指すのもいい戦略だと

思うので必ずチェックしてください。 

 

【塾の授業と勉強方法】 

 僕は３年生の春期講習から小林先生に数学を教わりました。どんなに数学が苦手でも

小林先生の授業をしっかりと受けていれば何とかなると思うのでひたすら授業を受け

ましょう。また，授業でやった問題を小林先生がテスト形式にしてプリントして下さる

のでそれを活用して復習をし，２回目でもわからなかった問題はうやむやにせずすぐに

質問に行ってください。必ず伸びます。 

 英語の勉強で重要なことはしっかり計画を立てることだと思います。英語は単語，熟

語，文法，解釈，長文など様々な分野で構成されています。単語や文法が疎かなまま長

文に入ると効率が悪いし，国公立はさらにリスニングと英作文の対策もしなければなり

ません。二次試験の日から逆算して単語・文法→解釈・長文という順番で長期的な計画

を立てるのがおすすめです。また，長文の演習に入った際におすすめなのが my 単語帳

と音読です。長文で分からなかった単語をそのままにしておくのはもったいないのでノ

ートに単語とその意味を書き何度も覚えましょう。また音読はただ声を出して長文を読

むのではなく，文の構造や意味を考えながら読むと良いと思います。これを半年ほど続

けると日本語を介さずに長文を読めるようになり速読力や精読力が身につきます。 

 受験期は苦しい部分あるので適度に息抜きをしつつ悔いのないように頑張ってくだ

さい。 

 

 

 



合格体験記② 

名前    K・H 

進学先   鳥取大学医学部医学科 

 

志望校は 9 月に決めました。大学卒業後の進路を考えたこと、自分に合った入試形式（学

校推薦：面接＆共テ）だったことが志望校決定の理由です。 

 

共テ対策はあまり学力がつかないので 11 月中旬位までは数学・物理・化学の二次対策

を重点的に対策しました。面接が 12 月の始めに合ったので 11 月は面接対策ノートを作

って 6 回くらい練習しました。 

それ以降は共テ対策で物理・化学は学校で買った教材に加えて、12 月からは塾にある共

テ教材や過去問をたくさんしました。他は大体できたので特別なことはしていないです。

学校の授業で共テ対策をしてくれるので、自学では苦手な科目をすればどの教科も 8～

9 割は目指せると思います。 

 

難関大を目指す人は特に数学の 2 次対策をする時間を作った方が良いと思います。1，2

年生は基本的に青チャートやリードα（物理）などの学校教材を、英語はそれに加えて

「透視図」などの長文解釈を計画的にコツコツしておけばとても有利だと思います。 

 

僕は 2 年生のときに部活一辺倒となってしまったので、部活以外の時間でちゃんと勉強

しておけば良かったと思っています。3 年生の 0 学期とし二次対策、過去問演習を習っ

た分野で良いので少しでもスタート出来れば更に有利だと思います。無理だと思わずに

早くやっておけばよかったなと 3 年の夏休みが終わってから思うようになっていまし

た。 

 

後から思うことはあれど、結局は合格最低点を超せば良いのです。諦めず自分を信じて

頑張ってください。 

 

 

 

 

 

 



合格体験記③ 

名前    M・A 

進学先   大阪公立大学生活科学部食栄養学科 

 

 私は高 2 の夏休み前くらいに塾に入って、その頃はまだ何をしたいか決まっていませ

んでした。学校で担任の先生や、部活の先生にも相談し、地域の人や親からも色々な話

を聞いて、高 2 の冬にやりたいことが明確になりました。志望校は、レベルの高いとこ

ろ目指したい、新しいキャンパス、総合大学で色々な学部と連携を行っているといった

点から高 3 になる春休みに決めました。たくさん勉強する必要があることはわかってい

たので、このときかなりやる気が出たのを覚えています。 

 

 私は、高 2 の秋から冬に受験モードみたいに気持ちが入りました。その頃、部活をし

て、塾で夜 10 時まで勉強して、12 時以降に寝て、5 時半起きという生活をしていまし

た。勉強時間が長くなった分、学力は向上しましたが、睡眠時間が短くて学校の授業は

半分くらい寝てしまっていました。このような生活リズムは絶対オススメできません！

しっかり休むことを第一にしてください。 

 

 高 3 からは 6 時間半から 7 時間くらいは最低でも寝られるように塾からは早く帰るよ

うにしました。その代わり、登下校は英単語をずっとしており、この生活リズムの方が

とてもよかったです。家にいる時間が長いと私もだらけてしまい、学校のテストで今ま

で見たことのないような低い点を出したこともありました。しかし、親に注意され、自

分でもきちんと反省するいい機会となったため、その後、そのようなことはなくなりま

した。大きな失敗をしても、こんな風に気持ちを切り替えるきっかけにして生かしてい

ってください！あと定期テストの勉強は私はかなりガチっていました。高 1 のときから

推薦を視野に入れていたのもありますが、それに向けて勉強した内容が共テ本番でも出

てきて、ちゃんとやっておいて良かったと思いました。2 次は違いますが共テはほとん

どの人が全教科必要なので、その勉強だと思って学校のテスト対策をするのもいいかな

って思います。 

  

 

 

 

 

 



 塾の授業で何を受講するかは先生と相談して決めましたが、各授業でもらったまとめ

プリントはいつでもとても役に立ちました！活用してみて下さい。また、私はどの教科

も問題を丁寧に解いてノートにまとめていました。わからなかったこと、知らなかった

ことを色ペンで書いていたので私は受験のとき 3 年間のノートが自分用の教科書で本当

に使いやすかったです。工夫してみて下さい！！一問にかかる時間は、最初は長いけど

慣れてくると早くなってきます！ 

 

 

 最後に、不安になったり、やる気が出なかったりしたら、応援してくれる人、将来の

自分を思い浮かべて下さい！私は、先生、友達、家族だけでなく、地域の人や歯医者さ

んまで、たくさんの人に恩返ししたいと思うと頑張れました！先輩、同輩、先生、誰で

も頼って、前を向いて頑張ってください！心より応援しています！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



合格体験記④ 

名前    M・E 

進学先   静岡大学農学部応用生命科学科 

 

【志望校の決定】 

自分の興味のある分野を学べるかどうかを基準に大学や学部を探しました。どんな研究

が行われているかを調べると、やりたいことのイメージが浮かびやすくなると思います。 

【勉強】 

受験勉強を本格的に始めたのは部活動引退後である高校 3 年生の夏からです。平日は 5

時間、休日は 10 時間勉強しました。特に、苦手科目であり二次試験で必要な数学は主

に青チャートを使っていました。苦手な分野や志望する大学の頻出分野を中心に繰り返

し取り組みました。また、私は塾の授業を取っていたのでその予習・復習を行っていま

した。塾の授業は、定義を大切にした説明だったので類似した問題を解くときに応用が

利きました。また、問題の解法を複数教えていただいたため問題が解きやすくなりまし

た。授業で習ったことを定期的に復習し、問題集などの類似した問題を活用して演習を

積むと良いと思います。化学は、セミナーと重要問題演習を使っていました。苦手分野

である理論化学を中心に演習を繰り返しました。基礎的な問題でも難しいと感じたとき

は「宇宙一わかりやすい高校化学」という参考書を使っていました。塾の授業は、夏期

講習と冬期講習しか取っていませんでしたが、自分の足りていない知識の補完や苦手分

野の克服に役立ちました。生物は教科書とセミナー生物基礎＋生物を使っていました。

生物の勉強をする上で最も意識したのは説明する力をつけることです。私の受験した大

学では論述問題や実験方法を問われることが多かったので、問題集は論述問題を中心に

繰り返し取り組みました。また、論述問題は学校の生物の先生に添削してもらうことを

おすすめします。 

【やっておいて方が良いこと】 

1・2 年生のうちは習ったことを確実に定着させておくと 3 年生になったとき余裕をも

って勉強に取り組みやすいと思います。特に理科は習う量が多いので、復習に加えて予

習が大切だと感じました。高校 3 年生の夏休みまでに理科 2 科目は最後まで一通り確認

しておいた方が良いと思います。私は冬休み中に国語と情報を詰め込みましたが、その

間他教科の勉強時間が減ってしまうことに不安を感じることがありました。少しずつで

もコツコツ取り組むことは安定した精神と成績のために大切だと思います。最後に、心

と体の健康が最も大切です。不安があるときは頼れる人に相談しましょう。睡眠と食事

を十分にとりましょう。各々の進路実現に向けて頑張ってください。応援しています。 



合格体験記⑤ 

名前    K・Y 

進学先   愛媛大学工学部工学科 

 

 私は愛媛大学工学部に後期で合格しました。合格体験記を書くにあたって，私が皆さ

んに伝えたいことが主に 3 点あります。 

 

 1 つ目は，英語と理科をコツコツ続けることです。特に英語は言語である以上，日々

少しずつ使っていって慣らしていくのが良いと思います。理科に関しても，基礎の知識

がなければ問題を解く段階に移れないので，地道に積み重ねていくのが大事だと思いま

す。 

 

 2 つ目は，共テの点数を取ることです。私もそうでしたが，共テの点数が足らないと，

第 1 志望を受ける土俵にすら上がれません。多くの大学では共テが 50％ほどを占めて

いるため，共テ用の勉強を通してできるだけ点を取ることが合格に近づく大切な要素な

ので，頑張ってほしいです。 

 

 3 つ目は人間関係を大事にすることです。勉強においても友人に聞くことで理解が深

まったり，会話を通じてリラックスできたりと良いことが多いです。しかし，異性と交

際関係は極めて慎重に進めるべきです。気分転換やモチベーションの 1 つとするのは良

いと思いますが，あまりに傾倒しすぎると悪影響を及ぼすのでほどほどに。私も前期日

程の 2 週間ほど前に彼女に振られ落ち込んだりしたもので本当に気を付けてください。 

 

 最後に努力は裏切ることもありますが，頑張った過程は大きな糧になるので自分を信

じて勉強も部活も頑張ってもらえると幸いです。 

小林先生最高！ 

 

 

 

 

 

 

 

 



合格体験記⑥ 

名前    K・T 

進学先   名古屋大学工学部機械航空宇宙工学科 

 

 高 2 が終わった段階で，予習を全くしていない状態だったので，高 3 春に地獄を見ま

した。予習はマジでした方が良いです。(特に数Ⅲ，電磁気が厄介)。一学期中は何とか

範囲学習を終えて，夏休みからは過去問に取り組み始めました。(普通の問題集と並行し

て)。そして，11 月後半から共通テストに向けた勉強を始めました。勉強時間は，平日

は約 6 時間，休日は約 12 時間でした。 

 

 

 英語 : とにかく "毎日" やりましょう。実力がコンスタントに上下する科目なので，

"毎日" 長文を読むことが最も大切です。最初は読むのに時間が足りませんが(特に共通

テスト)，"毎日" 読んでいると，突然スラスラ読めるようになります。僕の場合は夏休

みでした。  

 

 

 数学 : 小林先生最高！！小林先生最高！！あなたも小林先生最高と言いなさい！！

会えばわかると思いますが、小林先生は素晴らしいお方です。彼の考え方を盗めば，数

学はもう大丈夫でしょう。ついでに見やすい字で書く＆式を縦に続けて書くことをお勧

めします。自分のミスに気づきやすくなり，採点者への印象も良くなるので，メリット

しかありません。僕も本番は解答用紙の真ん中に線を引いて，縦に書きました。 

 

 

 国語 : ここまでの文章をお読みになれば察しがついていると思いますが，僕は現代文

が大の苦手です。本番も結局 7 割にも届きませんでした。しかし，古漢は比較的得意で，

本番は 1 ミスでした。最初は古漢も苦手だったのですが，スタサプで岡本梨奈さんの講

義を受けながら毎日単語を覚えたら得意になりました。 

 

 

 

 

 

 



 理科 : ぼくは物理化学選択です。物理に関しては，名問の森をやり込んでいました。

名前の通り名問ばかりで，とても理解が深まりました。ここで一つ注意点があります。

それは，雪崩についてです。名大の場合は，すべての問題が連続していることが多く，

一問ミスるとその後の問題は崩壊します。これは大学によると思いますが，物理は数学

よりも部分点が少ないと思うので，使用文字の確認，検算を行ってください。僕は本番

で使用文字を間違えて雪崩れました。化学も同様に，問題集一冊をマスターしましょう。

(オススメはセミナー化学)。国語の次に苦手でしたが，その理由は単純に理解度の低さ

でした。ぱっと見解けそうな問題でも，飛ばさず解いてください。もしその問題で何か

上手くいかなかったら，そこにあなたにとっての宝物があります。大事にしてください。 

 

 

 社会 : 僕は公共政治経済選択です。元々地理選択でしたが，出来なさ過ぎて高 3 の 7

月に変えました。「地理は 7 割までなら簡単に行ける」という言葉を信じて頑張りまし

たが，僕の場合には全くダメでした。政経は覚えるだけなので，人によっては超簡単だ

と思います。地理で苦しんでいる人は是非ご検討ください。(夏休み前までなら間に合う

はず。あと，責任は取りません。) 

 

 

<最後に> 

受験は残酷な戦いです。合格か不合格しかありません。自分がなぜ受験をするのかをよ

く考えて下さい。いざというときに心の支えになると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



合格体験記⑦ 

名前    N・M 

進学先   岡山大学法学法学科 

 

 私は志望校を決めるのが遅く，本格的に岡山大学に行きたいと思ったのはオープンキ

ャンパスに行った 3 年の夏頃でした。同じように悩んでいる人がいれば，やっぱりオー

プンキャンパスに行くのが大学や周辺地域の雰囲気が知ることができ良いと思います。 

 

 勉強については入学当初から地道な積み重ねを意識していました。英語は英単語帳を

何周もしていると気づいたらスラスラと長文が読めるようになっているので，早いうち

から取り組みましょう。私は数学が苦手でしたが，ビーゼミで一人では絶対に触れなか

った量の問題に触れていくと次第に抵抗感もなくなっていきました。わからないところ

は友達や先生に聞くことをおすすめします。 

 

 共テまではやることが多くて大変ですが、一緒に頑張れる友達がそばにいるとモチベ

ーションになります。上手くいかなくてもなんとかなることもあるのでめげずに努力を

続けて欲しいです！応援しています！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



合格体験記⑧ 

名前    K・K 

進学先   大阪教育大学教育学部保健体育学科 

 

 志望校は学校の研修プログラムなどに参加し，1 年生の最後の方に決まりました。興

味のある分野が絞れないなら選択肢の多い方に進むのもありだと思います。 

 

 僕は志望校がスポーツ系だったので部活は最後まで続けました。（総体の後は週 3 く

らいのペース） 

Bee ゼミには 7 月から入塾しました。苦手教科を中心に勉強して共テ前は満遍なく，大

体平日は 4 時間くらい，休日は 7～8 時間くらい勉強しました。（これは少ない方だと思

います。） 

 僕は数学を受講していました。スピードは速いですが予習しておくと，とても分かり

やすいです。（ちゃんとこなすと効率がとてもいい）授業で分からなかったところは先生

に質問などして復習してください。とても親切に答えて下さるのでどんどんいきましょ

う。数学は継続が大事なので 1 年，2 年のうちから継続的に勉強を続けて下さい。 

 

 勉強は早く始めた人ほど勝つ確率は上がります。絶対に 2 年生の夏休みまでには習慣

的に始めましょう。特に英語と数学は必須です。受験が近づくにつて不安なことも出て

きますが、そんなときは休憩中に友達と話したりしてなるべく不安を頭から離し，効率

的に精神を安定させてください。皆さんなら全体に乗り越えられます！先輩も応援して

います！ 

 

 最後に小林先生は最高なので，みなさんもともに頑張りましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



合格体験記⑨ 

名前    Y・K 

進学先   関西学院大学文学部ドイツ文学科 

 

 僕は 2 年の夏に志望校を決めました。将来の夢があり，それが叶えられる大学を絞っ

て，その中でも楽しい大学生活を送れると思った大学を選びました。 

 

 関学は英文法もきちんと勉強しておかなければ点が取れないので，英文法を丁寧に学

習しました。ビーゼミでは主に個別授業を選択していました。自分の志望する大学をメ

インに勉強することができます。更に，仲の良い友達や同じ大学を志望する人と受講す

ることで，モチベの維持につながるのでオススメです。 

 

 僕はあまり不安を感じるタイプではないので対処法はアドバイスできませんが，これ

までの努力を振り返ることをオススメします。勉強をしてきたその積み重ねが自信にな

るはずです。苦手科目は一刻も早く手を付けましょう。 

 

 

後輩の皆さんへ 

 受験は皆さんが思っている以上に過酷です。その苦しい時期を乗り越えるためには友

達の存在が大切です。苦しいときこそ仲間に頼りましょう。 

 

 

関関同立を受ける子へ 

 得点調整を理解しましょう。赤本の合格最低点は得点調整後の点が記載されています。

かなり下がった点が載っているので過去問演習で合格点に載ったからといって浮かれ

ないようにしましょう。素点×0.85 が最低点に届いているかで考えると良いと言われて

います。頑張ってください。応援しています。 

 

 

 

 

 

 

 



合格体験記⑩ 

名前    S・S 

進学先   鳥取大学医学部保健学科看護学専攻 

 

志望校は 3 年の夏に決めました。2 年生、3 年生のときに気になっていた大学（あわせ

て 3 つの大学）のオープンキャンパスに行き、その時に感じた学校の雰囲気や自分の目

指している職業の資格が大学院に進学せずに 4 年で取得できるかどうかで決めました。 

 

1，2 年生のときの勉強は応用よりもとにかく基礎を完璧にしようと英単語や英文法、古

文単語を毎日コツコツ覚えていました。3 年の夏から本格的に共テ形式の問題を解き始

めました。量をこなすことも大事ですが、私は質を意識して勉強しました。 

 

古文・漢文の勉強では丸付けの後に本文で理解できなかったところに線を引いて該当す

るところの訳を確認し、正解した問題でも他の選択肢はどの部分が間違っているのか確

認していました。 

英語の勉強では、1 題を何分で解くかを決めて読んでいました。読むときに意識してい

たのは強弱をつけて読むこと（大事そうなところはゆっくりと、それ以外のところは素

早く）、逆接や筆者の主張のところに印をつけることです。 

数学の勉強では、解けなかった問題に印をつけておいて日曜日に何題か解き直しをし、

以前解けなかった問題を解けるようになろうと、できるまで繰り返し解いて工夫してい

ました。 

 

1 日 8～10 時間勉強していました。受験生というとひたすら勉強するのが当たり前と思

うかもしれませんが、息抜きがないと逆に集中力が落ちるのでメリハリをつけて好きな

ことをする時間を作るのもありだと思います。私はランニングやテレビを観ていました。

一方で、学校祭が終わったあたりからインスタなどのアプリを消して勉強に集中できる

環境をつくっていました。 

 

不安なときには友達にその思いを吐き出して励ましてもらっていました。やる気が出な

いときは「今頑張るのは未来の自分のため。人生で 1 度きりの高 3 受験生、今本気出さ

ずにどうするー！？」と自分に言い聞かせてやる気を出していました。 

 

後輩の皆さんへ 努力を積み重ねれば明るい未来が待っています！ 

 



合格体験記⑪ 

名前    S・H 

進学先   横浜国立大学経営学部経営学科 

 

 私が皆さんに伝えたいことは主に 3 つあります。 

① しっかり遊んでほしい 

② 効率化を図る 

③ 過去問を信頼しすぎないようにする。 

 

①について 

 １，２年生はある程度勉強して，あとは遊んでください。自分の経験ですが，1，2 年

のときに一日 2 時間程度勉強すると思っているより成績が伸びます。3 年生は受験生と

いう肩書が重くのしかかると思いますが，同時に高校生として最後の 1 年です。卒業し

たとき，また将来に楽しいことが多かった 1 年間だったと思えた方が勉強だけの 1 年よ

りずっと今後のためになると思います。（勉強時間を削って遊べということではなく，メ

リハリをつけて欲しい） 

 

②について 

 私は勉強において「集中した 8 時間＞＞＞集中した 4 時間＞あまり集中できていない

8 時間≧集中した 2 時間」が成り立つと思います。人それぞれ自分が集中できる方法が

あると思います。それを見つけてメリハリをつけて勉強すると①のようにたまに遊んで

いてもしっかり成績は伸びると自らの経験から思います。 

 

③について 

 私は二次試験が数学 1 教科であったため，自由登校期間に前期 20 年，後期 10 年分を

解き，解けるまで繰り返し演習していました。これにより，志望校の癖，特徴がわかり

ました。横浜国立大学文系の前期は微積・ベクトル・確率・数列が頻出であり，これら

をほぼ完璧に仕上げたのですが，本番ではまさかの図形と方程式(私の苦手分野)が出ま

した。このようなときのために，余裕がある人はある程度傾向の違う問題も対策してお

いた方が良いと思います。 

 

 書いてみると自分でも驚くほど拙く，わかりづらい文章になってしまいました。ただ，

頑張って伝えようとしたのでできるだけ多くの人に伝わって欲しいと思います。 

 皆様の今後の活躍を心よりお祈り申し上げます。 



合格体験記⑫ 

名前    R・H 

進学先   神戸大学システム情報学部システム情報学科 

 

 僕は合格体験記を書いているほかの方と違い、後期試験で大学に合格したので前期の失

敗談と一緒にアドバイスを書きたいと思います。主に理系向けになってしまいますがご了

承ください。 

 

＜１＞ 理系科目について 

公式の丸暗記はやめましょう。共テまでならまだ何とかなりますが、二次試験の

対策をしてくると公式に当てはめてもせいぜい(１)を解けるのが関の山だという

ことがわかると思います。僕は物理がどうにも苦手で暗記に走ってしまって前期

で失敗したのでこの内容に説得力はあると思います。数学に関しては僕が元から

得意だったというのもありますが、小林先生の授業を聞いていれば二次で問題な

いところまでは行けるでしょう。 

 

＜２＞ 共通テストの科目選択について 

理系の方は社会の選択科目は学校で開講されている社会科目によほどの自信があ

る場合を除いて政治経済に転向することをお勧めします(これは文系の方にもおす

すめです)。2 年生の時に公共の授業がありますし、『公共、政治・経済 集中講

義』(旺文社)の 1 冊で 1 ヶ月ほど詰め込めば 9 割は安定して狙えるようになりま

す。冬休みが明けてから転向した人もいましたが、本番で 8 割ほど取っていたの

で(生存者バイアスかもしれませんが)一考の価値はあると思います。 

 

＜３＞ その他 

・メンタル面のことで言えば、僕は受かった時のことしか考えてなかったのでほ

とんど精神的に参ったことはありませんでした。物事を楽観的に考えてみるとよ

いかもしれません。 

・共テ前は緊張すると思いますが、本番では同じ試験室に同じ学校の人で固まっ

ているのでリラックスして受けられると思います。特別な模試だと思えばよいで

しょう。 

 

末筆ながら、読者みなさんの健闘をお祈りします。 

 



合格体験記⑬ 

名前    H・H 

進学先   北海道大学水産学部 

 

 私は後期で北海道大学水産学部に合格しました。前期で落ちた経験と受験勉強につい

て少し書こうと思います。 

 

 私は前期に北海道大学総合入試理系を受験し，不合格でした。共テがボーダーを超え

ていたので自分は 2 次の問題の方が得意だったこともあり，自分はなんだかんだ受かる

んだろうなぁぐらいに考えていました。でも落ちました。落ちたことよりも親や塾，自

分のために行動してくれた人に迷惑をかけてしまったことがショックできた。後悔先に

立たず，とは言いますが，そのことを考えて行動できる人はごく一部だと思います。北

海道大学は合格発表が早く，気持ちを切り替えられたことが後期合格に繋がったのだと

思います。 

  

 受験勉強については共テを極めれば大体のことは上手くいくと思います。共テの点数

が低いと自分よりも点数を取っている人よりも多く 2 次で点数を取らなければならない

クソゲーが始まるので基礎を徹底しましょう。それぞれの勉強法については鳥取大学医

学部医学科に合格した H・K さんを参照してください。きっと上手く書いているはずで

す。 

 社会は公共政経に切り替えましょう。僕のまわりで共テ 2 週間前にして政経に切り替

えた人がいましたが，8 割弱取っていましたし，一般常識で解ける部分が多くあるので

本当にタイパが良いです。Youtube にがっつり解説しているチャンネルもあるのでおす

すめです。 

 

 最後に志望校は自分の興味に基づいて決めましょう。この塾の多くの人は西高で，西

高には学歴厨が少なからず生息しており，偏差値〇未満の大学はゴミみたいな過激な発

言をする種類もいます。そういった種に馬鹿にされないようにと志望校を無理に上げる

のはやめておいた方が良いです。自分は食物系に興味があり，北海道にあこがれもあっ

たのでこの大学にしましたが，自分の学びたいことが学べる大学ならどの大学でも悔い

はなかったと思います。学びたいことがわからないならとりあえず北海道大学に来よう。

2 年次に学部を選べるので困っているなら良いと思います。 

 

小林先生最高！ 



合格体験記⑭ 

名前    Y・K 

進学先   立命館大学経済学部経済学科 

 

 私自身は，国立大学を第一志望としていたため，私立大学への進学を希望する方には

あまり参考にならないかと思いますが，読んでくださると幸いです。 

 

私が受験を通して皆さんにアドバイスとして伝えるべきだと思ったことは「最後まで諦

めない人」になることです。懸命に努力して模試などで目標であった点数や偏差値が出

たという成功体験以外に，思い通りに結果が叶わなかった局面も必ずあります。その現

状をどう克服して好転させるかに個人の真価が問われているように感じます。上手くい

かないときほどただ悲観的な感情だけで自分の成果や努力を否定してしまいがちです

が，冷静に自身を俯瞰することが重要だと思います。すると，成長した側面にも気づく

ことができるでしょう。例えば，以前は解けなかった問題が解けるようになるというよ

うな小さな成長に気づくこともそうです。自分の小さな進化に気づける人は諦めること

なく着実に歩みが進み，最終的に大きな目標へと近づけられます。 

 

 受験は相対的に成功体験よりも失敗や辛いことの方が多いと思います。しかし，その

成功した喜びは何にも代えがたい人生の宝となります。そこまで到達するのは長くて険

しい道となるかと思いますが最後まで泥臭く頑張ってください。きっと道は切り開かれ

るでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



合格体験記⑮ 

名前    D・T 

進学先   大阪大学工学部電子情報工学科 

 

 僕は京都大学志望でしたが、個別試験の結果なども鑑みて、共通テスト後に大阪大学

に志望を変更しました。教科ごとに僕のやったことや使った参考書を書くので、参考に

なれば幸いです。 

 

◎数学 

 1・2 年生のうちに数Ⅲまで一通り学習しておくことをおすすめします。難しい問題に

挑戦する必要はなく、基礎的な問題に触れる程度でも十分です。僕は一度数Ⅲまで一通

り軽く触れることで、高校数学の全体像を把握しました。 

 今の時代は YouTube を活用すれば無料で勉強ができます。僕は主に『とある男が授

業してみた』というチャンネルを利用し、時々『ヨビノリ』も参考にしていました。わ

からないことや気になる点があれば、その都度調べて解決していました。また、理解が

難しい内容があれば、他の分野の理解を優先して進めてもよいと思います。ただし後か

ら復習しましょう！ 

 2 年生の冬からは、塾の問題演習に取り組みつつ、東進の過去問データベースを活用

して多くの問題を解きました。『過去問データベース』は登録するとさまざまな大学の過

去問を無料で入手できるため、おすすめです！他にも『世界一わかりやすい京大理系数

学』を使っていました。 

 

◎英語 

 単語は『ターゲット 1900』や『英検準一級単熟語 EX』で覚え、その後、英文中で知

らない単語があると、問題を解いた後に調べて語彙を増やしました。問題を解くときは、

文脈や接頭辞などからその単語の意味を推測しましょう！ 

 また、ライティング力を鍛えるには ChatGPT が非常に役立ちます。英検対策の際に

ChatGPT に添削してもらい、ライティング能力を鍛えることができました！ 

 3 年生になってからは京都大学の過去問を用い、英語の先生に和文英訳・英文和訳の

添削指導を受けました。また、共通テスト対策が始まるまでは、英検のときも含めリス

ニングの勉強をしていませんでしたが、『速読英単語』を使ってシャドーイングを行うこ

とで得点が向上しました（12 月途中からサボり点数落ちましたが…( ·᷄ ︵·᷅ ））。継続は

力なりᕦ(ò_óˇ)ᕤです。 

 



◎物理 

 『漆原の物理最強 99 題』『京大物理 25 カ年』『重要問題集』を主に使用していました。

『漆原の物理最強 99 題』は解説が丁寧で、問題のレベルもちょうどよく、物理が得意

でない人にも非常におすすめです！また、数学でもそうですが、物理は公式を暗記する

だけでなく（一部を除く）、なぜその公式が成り立つのかを定義から導けるようになるこ

とも大切です。定義をしっかりと頭に入れておきましょう！ 

 

◎化学 

 1・2 年生の間は、授業や定期テストの課題を通して、理論化学で習った範囲を大方理

解するようにしていました。2 年生の春休み頃から有機化学の予習を始めました。その

後は、化学グランプリに参加したり、友達とともに化学の先生から添削指導を受けたり

しました。参考書は『世界一わかりやすい京大化学』『重要問題集』『セミナー化学』を

主に使用していました。 

 

◎日本史 

 工学部では京大、阪大のどちらでも共テでの社会の配点は大きかったので、夏休みご

ろから『共通テストはこれだけ日本史』を使って共通テスト対策をしていました。11 月

頃までは寝る前に少しずつ進め、12 月、1 月にはこれまで覚えきれていなかったところ

の確認などをしました。 

 

◎やってよかったこと 

・数学、化学の予習 → 3 年生で他教科に時間を回せた 

・学校の先生による英語・化学の個別添削指導 

 → 先生おすすめの問題を解くことができた 

 → 英訳・和訳の添削、日本語特有の表現の英訳方法を教えてもらえた 

・英検、数検の取得 → 予習や語彙を増やすためのモチベーションになった 

・東進過去問データベースの登録 

☆規則正しい生活 

☆ある程度の息抜き 

 

◎やったほうがよかったこと 

・計算ミスや読み間違いの防止（未だに防止方法がわからない org） 

・母からの強い勧めだったシャドーイングの継続 

・1、2 年生での古典の勉強 → 3 年生で共テのために勉強する時間が必要だった 

 



合格体験記⑯ 

名前    K・O 

進学先   京都大学理学部 

こんにちは、僕は学校のほうでも合格体験記を書いたので、そっちには書いていなかっ

たり、書かれていたとしても詳しくは話さなかったことをここに記していこうと思いま

す。 

また、僕は全く国語力がないので拙い文章になっている部分があると思いますが、読ん

でいただけるとありがたいです。 

 

１. 志望校について 

京大を志望しようと思った時期は 3 年の春でした。それまでは東大を志望していたので

すが、鳥取から遠くて地元に帰りづらいというのがあった(もちろん模試における東大

の判定も悪かったのもある)ので、比較的近い京大を志望しました。また、京大は国から

の研究費が高く、僕がやりたい分野(物理と数学の融合分野)の研究もできそうなことも

志望した理由のひとつとしてあります。 

 

２. 不安なときの対処法 

僕も二次試験の日にはとても「落ちたらどうしよう」と思い不安になっていました。だ

けど「落ちてもなんとかなるっしょ、大学院から京大行けばいい話だし」っていうマイ

ンドで試験に挑んでいました。二次試験の日には受験に対して重く捉えないほうが良い

と思います。 

 

３. 受験を通して足りなかったと思っていることやこうすればよかったと思っている

こと 

まず共通テストに関しては、易化難化の情報がネット上に出ていたのですが、その情報

がかなり正確だったのでその情報を考慮して勉強の時間配分を考えとけばよかったと

後悔しています。 

また二次試験では、今年は数学が超難化して、いつも模試で 6 大問中 5 完できた僕でも、

本番ではコケて 3 完 2 半(実感)となってしまいました。こういった事にならないために、

問題を俯瞰して考える力や、問題を見てすぐに手を動かせる自信がもっとあったらいい

なと思っています。 

 

 

 



４. 数学について 

数学は暗記するのではなくひらめく教科、これが数学でいちばん大事な考え方だと思い

ます。 

ある数学者はこんな事を言っていました。 

「高校の数学の公式覚えてないけど自分で公式作れるんで解けます」 

これは決してその数学者が持っている特別な能力の話ではありません。公式を暗記して

いるのではなく、どうしてその公式になるのかを理解しているのです。 

なので、数学が得意な人とは、公式をたくさん覚えている人なのではなく、問題を見た

ときに「こうすれば解けそう！」と思いつける人なのです。 

だから問題を見たときは、すぐに公式に頼るのではなく、 

「どうすれば解けるだろう？」と一度考えてみてください。 

その瞬間のひらめきこそが、数学のいちばん面白いところだと思います。 

 

 

５. さいごに 

ここまで読んでくれてありがとうございました。優秀な講師陣と快適で集中しやすい自

習環境の両方を兼ね備えた塾は、鳥取では Bee ゼミ以外にはなかなか多くありません。

だからこそ、その恵まれた環境を存分に活用して、学びをより充実したものにしてほし

いと願っています。頑張れ受験生！ 

 

僕の共通テストの自己採点結果を記しときます(笑) 

国語 107 /200 

数学ⅠA 88 /100 

数学ⅡBC 95 /100 

英語 R 97 /100 

英語 L 73 /100 

物理 90 /100 

化学 97 /100 

地理 80 /100 

情報 74 /100 

 

計 801 /1000 

 

 

 



合格体験記⑰ 

名前    K・M 

進学先   鳥取大学医学部医学科 

 

 あなたがこれをみているということは、僕はもうこの場にはいないということでしょ

う。ということで、2026 年度入試で鳥取大学医学部医学科の地域枠に合格したので合格

体験記を書かせていただきます。長丁場になりますが、才能ない側の人間の勇姿を見て

ってください。一つでもいいので参考になれたらと思います。 

書きたいことは 2 つで、①僕がどのように戦略を立ててどのような考えをしたのか、合

格までの流れ②それぞれの教科にどのように向き合ったのかについて書こうと思いま

す。 

 

①について 

まずは僕がどのような人間なのかを知ってもらいたいです。まず僕は高校入学時は同じ

学年の中でも下の方でした。敬愛入試は 200 位くらいだったと思うし、県立入試は 190

点くらいだったと思います。強いて言えば英文法が好きな人間だったので、そこだけ他

の人たちよりもアドバンテージがあったかな？みたいな感じでした。小中では全く努力

をして来なかった人間です。これを読む人は西校の人が多いと思いますが僕は一年の頃

はトップクラスでもありませんでした。そんな下からのスタートでも、高校 3 年間それ

なりの努力をすれば、ある程度のところにはいけるんです。 

 

そんな僕の得意科目は英語で、数学は好きだったけどそんな得意っていう自覚はありま

せん。でも英語と数学以外の教科が壊滅的で、どれも苦手でした。そして何より、共通

テスト(以後共テ)ができませんでした。模試では毎回 7 割前後で、7 割行かない時の方

が多かったです。記述の試験ではそこそこ点が取れるのに、共テになった途端全くいい

点が取れませんでした。世間一般で言うところの 2 次特化型ってやつです。 

僕に対する解像度が上がってきたところで、共テ重視の鳥大医学部に対して、どのよう

に考え、勉強していったのかを書きたいと思います。 

 

まず、自分は早々に共テで点数が取れないやつだ自覚しました。しかしそれと同時に、

2 次についてはとてつもなく相性がいいということも自覚しました。鳥取大学の理科は

比較的やさしく、あまりそこでは差はつきません。理科で差がつかないのであれば英語

と数学の勝負になるので、自分の得意な分野で戦うことができたわけです。そして自分

は「2 次で 8 割とる」ということを前提にして、共テの目標点を決めました。まあ実際



は 8 割にギリいかなくてもいいように共テの目標点を決めました。その結果、圧縮後で

76％が最低ラインとなりました。 

そして共テ本番。自己採点の結果はピッタリ 76％。2 次で 8 割とったら受かる範囲だと

思ったのであとは 2 次次第といったところ。8 割取らなきゃ受からないという状況はあ

まり期待していませんでしたがしょうがない。はじめに 8 割をとると決めたのは僕なん

です。2 次の勉強中何度も「これは、お前が始めた物語だろ！」という某マンガのセリ

フが頭をよぎりました。それでも 2 次との相性もあって、なんやかんやでいけそうだと

思って勉強していました。ちなみにリサーチは当たり前に E 判定でしたが 8 割とったら

受かる話なので気にしていませんでした。 

しかしここで、とんでもないことが起こります。みなさんご存知の通り、今年の共テは

難化したんです。どの大学もボーダーは下がるはずです。しかし、リサーチの結果では

全くボーダーが下がっていない。そしてもう一つ。倍率がえぐい。僕の志望の枠は 7.6

倍でした。上下左右前後のやつを倒してもまだ足りません。ちなみに 1 階で受けました。

2 階は保健学科でした。今年の鳥大はなぜか魔境になっていました。 

そしてそのこれらの情報から、一時は、僕は受かるのを諦めています。去年の合格最低

点だけ越えられればそれでいいやみたいな考えになってしまいました。完全に受かる気

力を無くしました。そこでもう一度やる気を与えてくれたのは同じところを受ける A 君

でした。お互いに現状報告をし合ってたまに一緒に話しているとそいつと一緒に大学に

行きたいと思えるようになりました。A 君がいなかったら多分僕は落ちています笑。 

そして 2 次本番。知っている人もいるかもしれませんが数学がやばい難化をしました。

おそらく別の方で合格体験記を書いているであろう K.O 君がむずいって言うレベルで

す。僕は一応頭が真っ白になるみたいなことにはならず、いつも通り受けることができ

ましたが、数学は半分くらいしか得点できませんでした。 

合格発表まではとんでもない不安に苛まれましたが、みんな数学は解けなかったらしく、

なんか受かっていました。やったね！！笑 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



②について 

ここではそれぞれの科目で僕がどのように勉強したのか、そしておすすめの参考書を一

冊紹介したいと思います。英語と数学以外まともなアドバイスはできないので許してく

ださい。 

 

英語 

英語は得意ではありましたが、正直特に勉強法とかに関しては話すことはありません。

でも一つ強くお勧めできるものがあります。それは洋書を読むということです。僕の場

合左ページに英語、右ページに日本語がある本を買ってそれを夜ご飯食べたあとお風呂

に入るまでの間に読んでいました。そこで意識して欲しいのが、返り読みを極力しない

ということです。一回読んだだけで意味を取れるようにすることを意識すると自分の中

の読みやすい速さが見つけられると思います。大変効果があったのでぜひやってみてく

ださい。 

あと少し豆知識的なものを書いとこうと思います。まず単語について、ターゲット 1900

だけで大抵の大学で通用します。実際僕は多読のために速読英単語上級編を読んでいた

ことを除いたら使った単語帳はターゲットだけです。そして僕の夏の京大模試の英語の

平均が 5 割だったので京大相手でもそこそこやれるってことです。あと文法について、

西校の皆さんはおそらくネクステに手をつけると思います。正直全部を真面目にやる必

要はないと思いますね。まあできるならやったほうがもちろんいいですが。でも最初の

2 つの章、文法と語法に関してはマジで真面目にやったほうがいいです。それ以外は軽

く通すくらいの気持ちでもいいですが、最初 2 つは絶対やったほうがいいと思います。

構文を取る力にも直につながっていきます。 

そしておすすめの参考書についてです。 

一番僕が気に入っているのは刀禰泰史さんの「読解の原点」です。これは記述問題にお

いて自分の回答を 70～80％から 90～100％にまで持っていくための参考書です。言っ

ちゃえば完璧を目指すための参考書です。京大志望、医学部志望には最後の仕上げにう

ってつけの参考書です。(ごめんなさい東大にいいかは知りません)英語に自信があって

最後の仕上げに使いたい方はぜひやってみてください。むずいですよ。 

 

 

 

 

 

 

 



数学 

ここでは小林先生の授業の受け方について書こうと思います。まず、僕は高一までは集

団授業をとり、高二の春くらいから個別授業をとりました。その中でも共通することは

予習をしようということです。確かに、予習なしでも授業の内容自体は理解できるかも

しれませんが、小林先生の授業を受けてやって欲しいことは自分の考えを持つというこ

とです。この場合はどうなるんだろう？予習ではこういう理解をしたけどこういう理解

の仕方もあるな。みたいな感じで主体性を持って授業を受けるべきです。予習がなかっ

たらただ受け身の授業になってしまうので正直あまりおすすめしません。 

あとたまにめっちゃ難しいことを言ってきます。それに関してはそんなのもあるやな～

程度で流しておきましょう。全部を理解する必要はありません。理解しなきゃいけない

ところは言ってくれると思うのでそこだけを理解できるようにしましょう。 

そしておすすめの参考書についてです。僕のおすすめはやっぱり青チャートです。原点

にして頂点です。みなさんこれをやりましょう。 

あと一つ書き忘れていました。みなさん数学の教科書は使っていますか？あれは新しい

単元の導入教材としては最高のものです。今まで習ってきたことをもとに議論を広げ、

とても綺麗に導入が進んでいきます。証明もちゃっかり書いているので本質的でもあり

ます。初めてやる内容の予習をしたい時なんかはぜひ教科書を活用してみてください。 

 

国語 

僕は国語が苦手なので、特に書けることはありません。でも僕が通っていたもう一つの

方の塾で現代文をやっていました。その授業が本当によかったです。共テでも国語の現

代文に関してはミス一つだけで済みました。他の合格体験記を書いているだろう K.H 君

より高かったです。その塾についての詳細は小林先生に聞いてください。 

 

物理 

物理は最初は理解できないところがたくさんあると思います。しかし、ベクトル、微積

の導入などの勉強が進んでいくうちにだんだん理解できるようになっていきます。僕も

全てを理解しているわけではないのですが、始めがダメでもやっていくうちに少しずつ

わかっていきます。 

とりあえず、その単元に慣れるまで問題を頑張って解いてください。おすすめの参考書

についてです。僕は「物理のエッセンス」がお気に入りです。理解しやすいとは言いま

せんが、コンパクトに大切なことがまとまっています。 

 

 

 



化学 

化学は一部理解するのが難しいところもあるかもしれませんが、基本的には自分がやっ

た分だけ成長できると思います。自分は化学も苦手だったので、まともなアドバイスは

できませんが、頑張ってください。 

おすすめの参考書についてです。やはり化学は教科書が一番です。僕の化学ができる友

達も化学は教科書だと言っています。教科書には全てが書いてあるので、そこを抑える

だけでかなり戦えます。あと鳥大の化学に関しては全部教科書に書いてあるので鳥大を

目指す方はぜひ教科書をたくさん活用してください。 

 

地理 

僕は地理はマジでできません。なんのアドバイスもできません。とりあえず言えるのは

自分地理の才能ないなって思ったら公共に切り替えるのは全然ありです。ていうか変え

たほうがいいです。僕からは以上です。 

 

＋α 

面接について 

僕は面接は自由登校期間になってから対策し始めました。学校で過去問をもらったり実

際に時間を測って練習をしたりできるのでそれで十分だと思います。ここだけの話です

が、この前部活の新歓に行ったのですが、その時先輩が「教授が最近の面接はみんな同

じことを言うからつまらんみたいなこと言ってた」と言っていたので自分にしかできな

い話を少し考えておくといいことがあるかもしれません。あくまで噂ですが。あとこれ

は誰にも言わないようにしといてくださいね。もしかしたら僕がある日大学から姿を消

すかもしれません。 

 

①、②より 

僕の言いたいことは大体言えました。英語の他の参考書とかもうちょっとおすすめでき

るものもあるのですが、量がすごいことになりそうなのでここではやめときます。みな

さんここまで僕の話を読んでいただき、ありがとうございました。僕なんかあまり参考

にならないと思いますが、少しでも参考になれば幸いです。受験生活は辛いこともある

かもしれませんが、頑張ってください！応援しています！ 

 

追記 

この前共テの点数開示がありましたがなんと自己採点の点数より 6 点低かったです！！

みんな、こんな先輩にはなるなよ！ 

 



不合格体験記① 

名前    T・M 

受験大学 関西学院大学社会学部社会学科 

 

 私文で今まで勉強をしていない人たちへ。 

私は関西学院大学の社会学部を志望して落ち，文学部アジア史学科の補欠合格だったも

のです。後に落ちました。私は部活をしていて 1・2 年のときに勉強したことはターゲ

ットを 600 まで覚えているかどうか位で、英検準 2 級の一次試験を高 2 の冬で落ちるく

らいに酷かったです。 

 それでも 3 年の春，志望校を関西学院大学に決めました。理由は逆転合格したかった

からです。私は 6 月から良いスタートを切れましたが，夏休みは 1 日 10 時間の日もあ

れば 0 時間の日もよくありました。秋も学校行事で勉強をサボり，冬からちゃんと勉強

したというのが私の 1 年です。 

 大事なことは勉強時間が 0 の日を作らないことです。特に夏ですが，毎日 10 時間の

勉強は私には無理です。だとしても 6，7 時間を確実に毎日継続してください。用事が

ある日，疲れている日でも 30 分は絶対に勉強してください。 

 勉強内容に関してですが，これは早めに自分に合った方法を見つけてください。見つ

けるためには量をこなすのが大事です。自分に合う方法が世間的じゃなくても気にしな

くていいです。 

 ビーゼミの先生はマジで信用してください。私は英語長文が苦手で最初は 3 割くらい

しか正解できず，読むこともできなかったのですが，本番は 9 割でした。先生は間に合

わせてくれます。よく過去問の点数で一喜一憂するなと言われますが，それは無理です。

別にしても良いと思うけど，直しは絶対にしてください。間違ったところ以外にも怪し

かったところは印をつけて直しをしてください。苦手な範囲から逃げないことも大事で

す。やりたくないときでも 5 分は手を付けてください。それで終わってもいいので，1

日 5 分でもしてください。赤本に書いてある合格最低点は中央値補正みたいなものが入

っており，本当の最低点じゃないことを覚えておいてください。それについては Y・K

君の体験記を見てください。 

  

逆転合格を目指す覚悟がある人へ（参考にしすぎないでください） 

明確にこの大学に行きたい！という覚悟があるなら滑り止めは受けないでください。受

けるとしてもその大学に向けた勉強に時間を割くのではなく，第一志望の勉強だけに集

中してください。 

最後に，学校は楽しんでください。友達ともたくさん話してください。健闘を祈ります。 


